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第 3493 回例会（令和 8 年 5 月13日・水）

●例会変更のお知らせ
月　　日 クラブ名 受付場所

 5 月20日（水） 大 社 出雲商工会
（旧大社商工会  大社町杵築南1344事務局）

 5 月25日（月） 出 雲 中 央 出雲ロイヤルホテル内事務局
 6 月16日（火） 松江しんじ湖 ホテル一畑
 6 月18日（木） 松 江 東 ホテル一畑
 6 月22日（月） 松 江 南 松江エクセルホテル東急
 6 月22日（月） 出 雲 中 央 出雲ロイヤルホテル内事務局
 6 月23日（火） 松江しんじ湖 ホテル一畑
 6 月25日（木） 松 江 東 ホテル一畑
 6 月29日（月） 松 江 南 松江エクセルホテル東急
 6 月30日（火） 松江しんじ湖 ホテル一畑

令和 8 年 4 月22日（水・曇り）

会員数（人） 出席者数（人） 欠席者数（人） 出席率（％）
（出席免除会員含む）

前々回補正（％）
（出席免除会員含む）

松江クラブ 58 44（リ ア ル 41
オンライン   3） 14 80.00 83.36

メーキャップ：�山田（松江南）、大関（松江東）、加藤（衛星）、原田、森岡（理事会）

第3492回例会記録

今週のプログラム

次週のプログラム

 5 月13日（水）　　ゲストスピーチ
「リニューアルオープン目前！

古代出雲歴史博物館のみどころ講座」
島根県立古代出雲歴史博物館
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 5 月20日（水）　　ゲストスピーチ
「地域の暮らしを守る　 保険医療の展望」

松江市・島根県共同設置松江保健所
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会 務 報 告
後藤　勇会長

● �ゲストスピーカー紹介
作家　佐
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様
● �衛星クラブ　4名出席
● �退会会員のお知らせ

松江土建㈱取締役の 川
かわ

本
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文
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会員は4月末をもっ
て退会
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会員退会ご挨拶　　記念品贈呈

● �新会員の紹介
お 名 前：木

き

内
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友
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也
や

様
事 業 所：日本生命（相）　松江支社長
職業分類：生命保険
名古屋  あまロータリ―クラブ在籍
後藤会長から紹介
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や

様  ご挨拶　　名札とバッジお渡し

 5 月13日（水）	 定例理事会
 5 月17日（日）	 地区クラブ活性化ワークショップ
	 会場：倉敷アイビースクエア
 5 月18日（月）	 第3グループ現次期会長幹事懇談会
	 会場：松江エクセルホテル東急
	 18：30～
 5 月27日（水）	 新旧クラブ協議会　　会場：大橋館
 5 月27日（水）	 バイキング形式の食事
 6 月 3 日（水）	 定例理事会
 6 月17日（水）	 最終夜間例会　18：30〜
	 ホテル一畑  平安
	 ※昼の例会なし

2026年5月〜6月の予定

★

● ● ● 誕生月 ● ● ●

勝谷　有史会員	 3日	 錦織　伸行会員	 3日
和田　昇司会員	 5日	 尾﨑　俊也会員	 8日
加藤　　令会員	 20日	 伊原　正浩会員	 25日
庄谷　昌久会員	 26日

● ● ● 出席100％賞 ● ● ●

森岡　隆行会員	 12年



友塚順子幹事
● �ガバナー事務所から、ライラのセミナーの案内が来

ました。
詳細は事務局まで。〆切は、5月15日。
5月24日（日）ANAクラウンプラザホテルにて開
催。

● �5月より、環境省での服装の目安となるガイドライ
ンにならい、「ノーネクタイ、上着なしも可」
各自、ご自分の体調に合わせて調整してください。

● �4月29日（水）は祝日、5月6日（水）は振替休日のた
め休会。
次回例会は5月13日（水）通常例会です。

委 員 会 報 告
● �親睦出席委員会� 星憲太郎会員

出席報告

プ ロ グ ラ ム
「大ヒットしてはいない─作家の経営実態」

作家　佐
さ

伯
えき

庸
よう

介
すけ

氏

 

ニ コ ニ コ 箱 � 26,000 円
後藤（ゲストスピーカー佐伯庸介様に）
後藤（①松江土建の川本文之会員の退会残念です。②日
本生命の木内友也様の入会に。よろしくお願いします。）
景山、山崎（佐伯様のスピーチに。ありがとうございま
す。）
小林（佐伯さんの大ヒットを祈念して。）
谷口正（①佐藤さん、退院おめでとうございます。今ま
でさびしかったです。②本日のスピーチ　佐伯様のお話

楽しみにしています。）
友塚（①ゲストスピーカー佐伯様楽しみにしておりまし
た。②川本会員お世話になりました。寂しくなります。
③新会員木内様よろしくお願いします。）
佐藤尚（久しぶりに例会に出席致しました。3月2日に
広大病院に入院し、3日に手術（手術名：左変形性膝関
節症に対する関節鏡視下処置及び高位脛骨骨切り術）内
視鏡で左膝を整えてから脛の骨を切り離し膝の中の体重
がかかる軟骨を内側から外側に変えました。（Ｏ脚が治
りました。）18日にヒロシマ平松病院に転院しリハビリ
後、4月8日に松江に帰りました。（片方は松葉杖を使用
しています。）おかげさまで経過は順調です。今後は松
江でリハビリを行い2～3ヶ月毎に広大病院で経過観察
を致します。長期にわたり欠席を致しましたし、広大病
院の受診日が水曜日に限られることと、1年過ぎたあた
りで、プレートと9本のボルトを取り除く手術を行いま
すので、今しばらくご迷惑をおかけいたします。追伸　
松江市文化協会が発行する【湖都松江】（今井書店でお
買い求め下さい）【松江ゆかりの人】でご紹介いただく
事になり取材を受けておりましたが、3月末に発行され
たので会社から送ってもらいました。巻頭が小林祥泰先
生が書かれた【出雲は医学発祥の地】でした。数冊送ら
せましたので、ヒロシマ平松病院の看護師さん（出雲出
身）と、リハビリ担当の理学療法士さんにプレゼントし
て帰りました！）
錦織（①先週の新入会員歓迎会、皆さんお疲れさまでし
た。大盛況、とても嬉しかったです。②本日の佐伯さん
のスピーチに寄せて。久しぶりに最後まで参加できるの
で真正面の特等席を確保しました。）
目次（ひとこと随想書かせて頂きました。起源を調査中
です。）
衛星：桑原（今朝の中央新報で加藤さんの写真とともに
宍道湖グリーンパークが環境省の「自然共生サイト」に
認定されたと知り、大変嬉しく思いました。これまで、
島根県は全国で唯一登録地がありませんでしたが、今回
の認定で解消されました。今後さらに県内各地で登録が
広がることを期待したいです。）
櫻井（早退します。失礼します。）
小村、大居（結婚月）
事務局：島村（佐藤尚士会員、退院おめでとうございま
す。松葉杖を忘れずに持って帰って下さい。!(^^)!）

べストメッセージ賞：該当なし
司会　白根澄男会場監督

（左）�金
キム

　善
ソン

徳
ドク

さん（韓国） 
島根大学物質科学科 
2026年4月1日〜2027年3月31日（奨学期間）

（右）木村俊一郎カウンセラー

2026学年度
ロータリー米山記念奨学生
オリエンテーション・歓迎会
■ �4月26日（日） 

会場：米子コンベンションセンター
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少し前になりますが、年明け早々の1月6日、
島根県でも地震が発生しましたが、みなさま被害
はありませんでしたでしょうか。幸い大きな被
害には至らなかったものの、「この地域で地震と
は！」と驚かれた方も多かったのではないでしょ
うか。私もその一人で、揺れそのものよりも、突
然鳴り響くスマートフォンの警報音に心臓が飛び
跳ねた記憶の方が鮮明です。と同時に、職業柄、
関係各位に連絡し災害状況の確認、対策を協議し、
対応に追われました。

地震というと「大きな揺れ＝危険」という印象
がありますが、実際の被害の多くは揺れた後に起
こります。家具の転倒やガラスの飛散、火災など、
日常生活の中にあるものが一斉に牙をむくので
す。つまり、被害の大きさは揺れの強さだけでな
く、「どれだけ備えていたか」に大きく左右され
ます。

とはいえ、防災と聞くと水や非常食を何日分も
備えなければと、つい構えてしまいがちです。し
かし大切なのは、まず一つでも行動に移すことで
す。例えば、寝室にスリッパを置く、家具を一つ
固定する─こうした小さな備えが、自分や家族
の命を守る力になります。

そして私たちロータリアンにとって大切なの
は、「自分だけの備え」にとどまらないことでは
ないでしょうか。災害時には地域のつながりが大
きな力を発揮します。日頃から顔の見える関係を
築き、「いざという時に声を掛け合える」関係性

を育てておくことこそ、まさに地域への奉仕であ
り、ロータリーの精神の実践だと感じます。

ぜひ一度、みなさんのお住まいの自治会や町内
会で指定されている避難場所を確認してみてくだ
さい。「知っているつもり」が、いざという時に
迷いにつながることもあります。また、停電時に
備えた携帯電話の充電方法や電気の確保も重要で
す。モバイルバッテリーの準備や車からの給電な
ど、身近にできる工夫を一つ考えておくだけでも
安心感は大きく変わります。

さらに、私たちが経営や業務に携わる立場とし
て忘れてはならないのが、社員の安全確保です。
いざという時に安否確認をどのように行うのか、
避難場所や連絡手段を共有できているか、職場の
防災体制を改めて見直しておくことも重要です。
社員一人ひとりの命を守ることは、企業としての
責任であると同時に、地域社会を支える力にもつ
ながります。社内BCP（Business Continuity 
Plan：事業継続計画）を併せて見直してみましょ
う。

防災・減災は後回しにされがちですが、今回の
地震を“自分ごと”として捉え、小さな一歩を踏み
出すきっかけにしたいものです。私もまずは、防
災グッズの再点検を行いました。備えあれば憂い
なし。そしてその備えを、地域や職場で分かち合
える存在でありたいと願っています。

みなさま、ご安全に！！
� （損害保険）
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2026年4月22日
後藤　勇会員・友塚順子会員
名古屋  あまロータリークラブ

氏 名
入 会 日
推 薦 者
在籍していたロータリークラブ名

新 入 会 員 紹 介


